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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

農業用高感度バイオセンサの開発のため、二次元ナノ材料を用いたバイオセンサの
開発を行っている。
感度向上のため二次元薄膜を用いて、選択性のためには特定の酵素を用いた。
グラフェンに酵素を定着させるために複数のスペーサーを試し、酵素の定着具合や
活性化に関する検討を行った。
それにより、二次元薄膜に酵素の定着したバイオセンサのための基礎研究を行った。

実験
Experimental

農研機構でシリコン酸化膜上に転写したグラフェンの評価をramanで行った。
酵素を定着するためのスペーサーをグラフェンに付けた。RAMANにより、付け方
の有無を確認した。
スペーサーを付けたグラフェンに酵素を定着した。その際の密度を制御するため、
溶液の濃度や定着時間を制御し、その密度の変化をAFMで評価をった。

結果と考察
Results and Discussion

グラフェン上に酵素の定着し、その密度の制御条件を確立した。
酵素用のスペーサーはPyreneが官能基としてグラフェンの上に正確に着くことを確
認し、スペーサーの酵素と結合する有効な官能基を持つ候補を決めた。
原理的にはスペーサー一個に酵素一個分が付くはずだが、酵素のAggregationによ
り、よそより大きな集まりを確認した。
定着時間を溶液の濃度を変化した際に、定着時間により依存することが確認できた。
今後大きさによる酵素の活性化の確認をする予定である。
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